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  第１章  総  則 
 第1条  この会は、⽬⿊区⽴中⽬⿊⼩学校PTA（保護者と教員の会）といい事務所を同校内に置く。 

 第2条  この会は、会員の協⼒により、学校と家庭及び地域社会との緊密な連絡のもとに本校教育の充 

 実・児童の福祉を推進し、かつ会員相互の親睦を図り、教養の向上に努めることを⽬的とす 

 る。 

 第3条  この会の活動は、次の⽅針による。 

 1．  児童福祉推進のための諸活動を⾏う。 

 2．  保護者と教員の緊密な連絡を図る。 

 3．  会員の教養を⾼め、親睦を深める。 

 4．  営利的企業を⽀持したり、特定の政党や宗教に関係しない。 

 5．  学校の⼈事、その他の管理に⼲渉しない。 

 第4条  この会の活動を⾏うために、次の部を置く。構成運営については細則で定める。 

 1．  学年委員会 

 2．  広報部   

 3．  校外活動部 

 4．  デジたの委員会 

 5．  特別委員会（実⾏委員会） 

 6．  同好会 

 第5条 この会を運営するために、次の機関を置く。 

 1．  総会 

 2．  役員会 

 3．  運営委員会 

 4．  会計監査委員会 

 5．  特別委員会（実⾏委員会） 

  第２章 会 員 
 第6条 会員は、本校に在学する児童の保護者、校⻑及び教員とする。 

  第３章 会 計 
 第7条  この会の活動に要する経費は、会費・その他の収⼊によって⽀弁する。 

 第8条  会費は、世帯単位とし、⽉額２５０円（年額３，０００円保険料含む）とする。教職員会員 

 は、年額２，８００円とする。 

 第9条  この会の会計年度は、毎年４⽉１⽇に始まり翌年３⽉３１⽇に終わる。 

  第４章 役員及び顧問 
 第10条 この会に、次の役員を置く。但し、保護者の役員総数は運営委員会構成員数の過半数を超え 

 てはならない。 

 1．  会 ⻑（保護者１） 

 2．  副会⻑（保護者２以上・副校⻑） 

 3．  書 記（保護者２以上・教員１） 

 4．  会 計（保護者２・教員１） 

 第11条  役員は、次の職務を⾏う。 

 1．  会 ⻑ この会の代表者として会務を統括し、総会、役員会、運営委員会を招集する。 

 2．  副会⻑ 会⻑を補佐し、会⻑に事故があるときはその職務を代⾏する。 

 3．  書 記 総会、運営委員会の議事運営について起案し、議事録を取り、その保管に当た 

 る他、会⻑の指⽰によりこの会の庶務を担当する。 

 4．  会 計 この会の会計事務を処理する。 

 第12条  役員は、細則に定める、役員・会計監査委員候補者推薦委員会及び運営委員会の承認をもっ 

 て選出される。但し、年度の途中において⽋員を⽣じた場合は、運営委員会で補充すること 

 ができる。 

 第13条  役員の任期は、４⽉１⽇より翌３⽉３１⽇までの１年とする。 

 第14条  保護者側役員は、同⼀職について、連続２年を超えて務めてはならない。 
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 第15条  校⻑は、会⻑と常に緊密な連絡を図り、各種会議に出席して本会の運営につき意⾒を述べる 

 ことができる。 

 第16条  会⻑は、会の運営について諮問するため、運営委員会の承認を得て顧問をおくことができ 

 る。 

  第５章 役員会 
 第17条 役員会は、運営委員会構成までの問題、その他の問題の処理にあたる。 

 第18条 役員会の構成は、次の通りとする。 

 1．  会 ⻑ 

 2．  副会⻑ 

 3．  書 記 

 4．  会 計 

 5．  校 ⻑ 

 6．  副校⻑ 

  第６章 総  会 
 第19条 １.総会は、最⾼の議決機関であって、毎年、年度始めに定期総会を開く。なお必要に応じ 

 て、臨時総会を開くことができる。 

     ２.総会は、会議または書⾯（電磁的記録を含む）による⽅法で議決する。運営委員会（構成 

 前は役員会）がいずれの⽅法で開催するかを定めることができる。 

 第20条 定期総会は、次の⽬的をもって開かれる。前年度事業の報告と承認、その年度の事業計画な 

 らびに予算案の審議・承認、その他。 

 第21条 １.総会は、全会員の７分の１以上の出席（委任状を含む）を得て成⽴し、出席者の過半数の 

 同意をもって議決する。但し、第１９条第２項が適⽤される場合には、７分の１以上の書⾯ 

 その他の⽅法による議決権の⾏使を得て成⽴し、当該⾏使者の過半数の同意をもって議決す 

 る。 

     ２.会議による定期総会の場合、議⻑は総会出席者の中から選出し、議事を進⾏する。 

 第22条 臨時総会は、運営委員会が必要と認めた場合、⼜は、全会員の７分の１以上の要求があった 

 場合に開かれる。 

  第７章 運営委員会 
 第23条 運営委員会は、総会に次ぐ議決機関で、８⽉を除く隔⽉開催され総会の決議に基づき本会の 

 業務推進のため、企画・運営を⾏う。 

 第24条 運営委員の任期は１年とし、その選出については細則で定める。 

 第25条 運営委員会の構成は、次の通りとする。 

 1．  各学年より選出された学年代表 

 2．  教員側運営委員（各部１名） 

 3．  各部部⻑（同好会除く） 

 4．  役員 

 5．  校⻑  

 6．  副校⻑ 

 第26条  運営委員会は、構成員数の２分の１以上の出席を得て成⽴し,その過半数の同意をもって議決 

 する。 

  第８章 会計監査委員会 
 第27条  会計監査委員会は、その年度の会計の収⽀を監査し、その結果を総会において報告する。 

 第28条  会計監査委員会は、学校より依頼された会計の監査について協⼒する。 

 第29条  会計監査委員会は、会員より選出された２名の委員によって構成される。但し、役員・各部 

 員・各委員との兼任はできない。 

 第30条  会計監査委員の任期は１年とする。但し、連続２年を超えて務めてはならない。⼜、年度途 

 中において⽋員を⽣じた場合には運営委員会の承認を得て補充することができる。 

 第31条  会計監査委員は、会計監査の結果について、総会・役員会・運営委員会・特別委員会（実⾏ 
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 委員会）に出席し、意⾒を述べることができる。 

 第32条  会計監査委員は、細則に定める、役員・会計監査委員候補者推薦委員会の⼿続きを経て、推 

 薦によって選出される。 

 第９章 個⼈情報の取り扱い 
 第33条  本会の活動を推進するために必要とされる個⼈情報の取得や利⽤、管理については「個⼈情 

 報取り扱いに関する基本⽅針」「個⼈情報取扱⽅法」に定め、適正に運⽤するものとする。 

    第１０章 付  則 
 第34条  会⻑は必要に応じ運営委員会の承認を得て、特別委員会（実⾏委員会）を構成することがで 

 きる。特別委員会（実⾏委員会）の構成、運営については細則で定める。 

 第35条  本規約は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければ改正することができな 

 い。 

 第36条  この会の円滑な運営を図るための細則は、運営委員会で作ることができる。 

 第37条  本改正規約は、令和７年６⽉（総会議決⽇）より実施する。 
 昭和２６年 ３⽉３１⽇  制定 

 昭和２７年 ３⽉３１⽇⼀部改正 

 昭和３１年 ３⽉２４⽇⼀部改正 

 昭和３２年 ５⽉２９⽇⼀部改正 

 昭和３５年 ５⽉２１⽇⼀部改正 

 昭和３６年 ５⽉１５⽇⼀部改正 

 昭和３９年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 昭和４０年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 昭和４３年 ３⽉１４⽇⼀部改正 

 昭和４８年 １⽉１２⽇⼀部改正 

 昭和４９年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 昭和５１年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 昭和５４年 ２⽉ ２⽇⼀部改正 

 昭和５７年 ５⽉２１⽇⼀部改正 

 昭和６０年 ５⽉２７⽇⼀部改正 

 昭和６３年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 平成 ２年 ３⽉ １⽇⼀部改正 

 平成 ４年１２⽉１７⽇⼀部改正 

 平成 ５年 ３⽉ ４⽇⼀部改正 

 平成 ７年 ３⽉ ４⽇⼀部改正 

 平成 ９年 ３⽉１５⽇⼀部改正 

 平成１０年 ３⽉ ７⽇⼀部改正 

 平成１２年 ３⽉ ４⽇⼀部改正 

 平成１３年 ３⽉ ３⽇⼀部改正 

 平成１４年 ３⽉ ２⽇⼀部改正 

 平成１５年 ３⽉１２⽇⼀部改正 

 平成１６年 ５⽉２２⽇⼀部改正 

 平成１７年 ６⽉１９⽇⼀部改正 

 平成２４年 ３⽉１０⽇⼀部改正 

 平成２５年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 平成２８年 ４⽉ １⽇⼀部改正 

 平成２８年 ６⽉ ３⽇⼀部改正 

 平成３０年 ６⽉ ５⽇⼀部改正 

 令和 ２年 ６⽉２５⽇⼀部改正  

 令和 ５年 ６⽉２７⽇⼀部改正  

 令和 ７年 ６⽉２５⽇⼀部改正 
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 役員・会計監査委員選出に関する細則 
  規約第１２条及び第３２条に定める役員・会計監査委員選出に関する細則は次の通りとする。 

 第1条  役員・会計監査委員候補者推薦委員会は、会員の中より役員・会計監査委員の適任者を選び 

 本⼈の同意を得て推薦し、運営委員会に報告し、承認を得る。その後会員に公表する。 

 第2条  役員・会計監査委員候補者推薦委員会の構成は次の通りとする。 

 1．  ６年⽣を除く各学年クラスより選出された⼗数名とする。但し、同⼀⼈が連続２年を超 

 えて務めてはならない。 

 2．  教員より選出された２名。 

 3．  推薦委員⻑は、推薦委員の中から互選により１名選出される。 

 第3条  役員・会計監査委員候補者推薦委員は、役員及び会計監査委員の候補となることはできな 

 い。 

 第4条  役員・会計監査委員候補者推薦委員会の任期は、役員及び会計監査委員が選出されたときに 

 終了する。 

 第5条  推薦委員⻑は会⻑と緊密な連絡を図る。 

 第6条  本細則は平成３０年４⽉１⽇より実施する。 

 委員の選出と各部の構成・運営に関する細則 
 規約第４条及び第２５条に定める委員の選出と各部の構成・運営に関する細則は次の通りとする。 

 第1条  委員の選出と任期は次の通りとする。 

 1．  年度の初めの顔合わせ会までに学級代表、広報部員、校外活動部員を選出する。その任 

 期は１年とする。但し同⼀役職について連続２年を超え務めてはならない。 

 2．  各学年とも、学級代表の中から１名の学年代表を選出し、その学年代表の中から１名の 

 学年委員⻑を選出する。 

 3．  学年委員⻑は、規約第７章に定める運営委員会に出席する。 

 4．  世話⼈は班ごとに選出する。その任期は１年とする。 

 5．  年度の初めの顔合わせ会までに実⾏委員会の委員として学習サポート委員、デジたの委 

 員を選出する。また、特別委員会の委員として⽴候補者をアンケート等で募り、家庭教 

 育学級委員、⼦ども教室委員を選出する。但し、家庭教育学級委員会と学習サポート委 

 員会については、⽴候補者が３名に満たない場合は休会とする。 

 6．  ６学年は年度の初めの顔合わせ会までに６学年の各学級から委員として選出することに 

 より卒業対策委員会を設置する事ができる。またその運営に当たっては６学年の学級代 

 表と連絡を取り合い⾏うものとする。 

 第2条 各学級及び各学年は次の委員会を構成し、必要に応じ随時集会を開くことができる。集会の内 

 容、結果については記録を取り保存する。 

 1．  各学級は、全学級委員をもって学級委員会を構成する。 

 2．  学級委員会及び学級に関する集会は学級代表が招集する。 

 3．  学年委員会は、学年代表、学級代表及び学級担任により構成される。 

 4．  学年委員会は、学年委員⻑が招集する。 

 第3条 規約第４条に定める各部の部⻑、副部⻑は所属部員の互選による。書記、会計を必要に応じて 

 選出する。 

 第4条  各部⻑の任期は１年とする。但し、同⼀部⻑については連続２年を超えて務めてはならない。 

                                    

 第5条  部⻑は、部の活動の推進、調整を図るとともに、規約第７章に定める運営委員会に出席し、会 

 の活動全般について協議する。 

 第6条  部会は、必要に応じ部⻑が招集し司会する。 

 第7条  規約第４条に定める学年委員会及び各部の活動⽬標は次の通りとする。 

 １．学年委員  ・学級間の連絡、調整を図り、児童の教育に関する理解を深めるた 

 めに協⼒する。 

 ・保健、給⾷に関すること並びに会員の親睦を⾼めるために企画、 

 ⽴案する。 

 ２．広報部  ・会報発⾏について企画、⽴案し、協⼒する。 

 ３．校外活動部  ・校外⽣活の善導・地域の整備について協⼒する。 
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 ４．デジたの委員会  ・各種デジタルツールの活⽤によりPTA活動の効率化や会員が参加 

 しやすいデジタル環境の整備を⾏う。 

 ５.（１）特別委員会 

 家庭教育学級委員会  ・⽬⿊区教育委員会⽣涯学習課の⽀援を受けて、家庭教育学級の準 

 備と開催にあたる。 

 ⼦ども教室委員会  ・⽬⿊区教育委員会の委託を受けた地域団体と協⼒し、⼦供の健全 

 育成のため様々な教室を実施する。 

 ６．（２）実⾏委員会 

 学習サポート委員会  ・⼦供の学⼒向上や様々な体験など教育活動サポートを⾏う。 

 第8条 本細則は、平成３０年４⽉１⽇より実施する。 
 令和 ３年 ９⽉ １⽇⼀部改正 

 令和 ３年１２⽉ １⽇⼀部改正 

 令和   ５年 ６⽉２７⽇⼀部改正 

 令和 ７年 ６⽉２５⽇⼀部改正 

 会計の運営に関する細則 
  規約第３章に基づく会計処理の運営に関する細則は次の通りとする。 

 第1条  役員会は、新旧役員合同で予算委員会を開催し次年度予算案の検討を⾏う。 

 第2条  運営費の項⽬の何れかに⽋損⾦が⽣じた場合は、運営費の各項⽬間の予算の流⽤によりそれを 

 賄うことができる。但し、⼩Ｐ連分担⾦からの流⽤はできない。 

 第3条  何れかの部の活動費に⽋損⾦が⽣じた場合は、各部間の予算の流⽤によりそれを賄うことがで 

 きる。 

 第4条  予算額が各項⽬間の流⽤で賄えない場合は、運営委員会において補正予算を組むことができ 

 る。その場合は次の総会において報告を⾏うこととする。 

 第5条  本細則は平成１６年６⽉２６⽇より実施する。 

 同好会の運営に関する細則 
    規約第４条に定める同好会に関する細則は次の通りとする。 

 第1条  同好会は「会員の教養及び親睦を⾼め、成⼈教育を盛んにする」ことを⽬的に会員の希望を吸 

 い上げて作られた組織であり、原則として会員により構成される⾃主的組織である。 

 第2条  同好会の新設は、会の名称、活動内容、会員名簿、会の代表者の連絡先を明記した書⾯をもっ 

 て会⻑に届出、運営委員会の承認を必要とする。 

 第3条  同好会の存廃については、同好会の⾃主的判断による解散届の提出をもってその効⼒を⽣じ 

 る。また、現役の会員が⼀⼈もいなくなった場合、及び活動実績が全くない場合は、運営委員 

 会はそれらの期間が２年を経過した時点で廃⽌の決定をする事ができる。 

 第4条  同好会は、活動のために必要な消耗品、備品等の便宜供与を受けることができる。また、必要 

 に応じて役員会と協議することができる。 

 第5条  役員会は、同好会との連絡を密にするために毎年度末までに両者の懇談会を開催する。同好会 

 との⽇常的な窓⼝は副会⻑１名が担当する。 

 第6条  本細則は平成７年４⽉１⽇より実施する。 

 特別委員会（実⾏委員会）の運営に関する細則 
    規約第４条及び第５条、第３３条に基づく特別委員会（実⾏委員会）の運営に関する細則は次の通 

 りとする。 

 第1条  特別委員会（実⾏委員会）は、それぞれの委員会の活動⽬標の実現のために専ら活動すること 

 を⽬的に組織されるものであり、⽬的達成後、反省会、運営委員会への報告をもってその年度 

 の活動を終了する。 

 第2条  各実⾏委員会は、年度の初めに委員会を開催し、委員会の構成、年間活動計画の作成をし、定 

 期総会に報告する。総会までに計画の⽴案が困難な場合には、計画⽴案後に⾏われる運営委員 

 会に報告し、承認を受けることとする。 

 第3条  各実⾏委員会の委員⻑は、必要に応じて運営委員会に出席し、進捗状況の報告を⾏う。運営委 

 員会は、必要に応じて実⾏委員⻑に出席を要請することができる。 
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 第4条  各実⾏委員会と運営委員会との間に意⾒の相違がある場合には、信頼関係に基づいて解決を図 

 れるように努める。 

 第5条  各実⾏委員会の開催にあたっては、副会⻑（または役員）が窓⼝となり、運営委員会との連携 

 をとれるように配慮する。 

 第6条  各実⾏委員会は、活動⽬標の範囲内で⾃主的に、独⾃の活動を⾏うことができる。それらの活 

 動の中で⽣じた事故やトラブルの最終的な責任は運営委員会において対応する。 

 第7条  本細則は平成１５年３⽉１５⽇より実施する。 
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 中⽬⿊⼩学校ＰＴＡ内規 

 １．弔事 

 ⾹料  連絡  特別徴収 

 児童 
 ⾹料5,000円 

 ⽣花  学級の 

 保護者全員 

 及び 

 運営委員 

 学級で集める 

 場合、１家庭 

 300円以内 
 保護者会員  5,000円 

 校医・顧問  5,000円 

 教員会員・本 

 ⼈ 
 5,000円 

 教員会員・同 

 居 

 家族・実⽗⺟ 

 5,000円  な し 

   

 ２．慶事 

 結婚  出産  特別徴収 

 教員会員  5,000円  なし  なし 

 ３．被災その他の⾒舞⾦  （⾃然災害は除く） 

 被災 
 被災または 

 病気・けが 
 連絡  特別徴収 

 児童  なし  5,000円(※1) 
 学級の保護者 

 及び運営委員 

 １家庭 

 300円以内 

 (※3) 

 保護者会員  5,000円  なし 

 教員会員  5,000円  5,000円(※2) 

 （※1）１５⽇以上⼊院の場合 

 （※2）１０⽇以上⼊院の場合 

 （※3）保護者会員の被災のみ 

 （※4）但し、上記連絡については、本⼈⼜は家族の同意を得た場合のみ 

 （※5）教員会員には栄養⼠、⽤務、給⾷、警備、主事を含む 
 平成１８年 ３⽉ ４⽇⼀部改正 

 平成２４年 ３⽉１０⽇⼀部追記 

 平成３０年 ３⽉ ３⽇⼀部改正 
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 ⽬⿊区⽴中⽬⿊⼩学校ＰＴＡ組織図 

 令和３年 ９⽉ １⽇⼀部追記 

 令和５年 ６⽉２７⽇⼀部追記 
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 ＰＴＡ規約添付資料 
    以下の5項⽬は、ＰＴＡ活動に関連する諸⾏事、諸事業等と個⼈情報取り扱いに関する基本⽅針及び 

 個⼈情報取扱⽅法です。 

 〔     ⼩Ｐ連について     〕 
 ⼩Ｐ連（⽬⿊区⽴⼩学校ＰＴＡ連合会）は、⽬⿊区⽴⼩学校ＰＴＡの円滑な運営と活動の促進を図 

 り、ＰＴＡが⽬的とする児童の健全な育成と、会員に対する成⼈教育をすすめることに資することを 

 ⽬的に活動しています。 

 ⽬⿊区教育委員会の後援を得て、各単位ＰＴＡがよりよいＰＴＡ活動がすすめられるよう、ＰＴＡ 

 指導者を対象とした研修の機会を提供するなど、各年度ごとに研修事業実施計画を⽴て、実施してい 

 ます。 

 年間の主な事業は以下の通り。 

 （1）  年間事業説明会 

 代表者（会⻑・副会⻑・校⻑）対象 

 （2）  全体研修会 

                      広  く  ⼀  般  会  員  に  よ  び  か  け  て、  親  と  し  て  の  教  養  を  深  め、  時々  の  問  題  に  対  処  し  て  い  く  た 

 めに、⾃⼰啓発の動機づけをすることを⽬的に毎年、年度初めに講師を招き、開催され 

 る。 

 （3）  広報講習会 

        「ＰＴＡでの広報誌づくり」（広報部） 

 （4）  ⼩Ｐ連部会別ブロック研修会 

 ＰＴＡ活動をすすめていくにあたり、他校の専⾨部員（委員）と情報を交換したり、討 

 議することによって、役割を理解し各単位ＰＴＡの向上に資することを⽬的に、⽬⿊区 

 内の各ブロックごとに実施される。 

 部会別ブロック研修会は、運営委員会（役員）・学年委員会・広報部・校外活動部・教 

 養・厚⽣（家庭教育学級委員会）ごとに開催される。 

 （5）  代表者研修会 

 １⽇研修（会⻑・校⻑） 

 （6）  ⼩Ｐ連部会別合同研修会 

 部会別ブロック研修会で学習したことや、各単位ＰＴＡで実施してきた事を踏まえ、問 

 題点を出し合いながら討議していく中で、これからの活動への⾜掛かりをつかむことを 

 ⽬的に⽬⿊区内全ブロック合同で実施される。 

 （7）  ⼩Ｐ連だより発⾏ 

 （8）  家庭教育学級 

 委託事業 

 〔「こども１１０番の家」及びステッカーについて     〕 
    各種犯罪や事故等による⼦供たちの被害を防⽌するため、区内⼩中学校の通学路や遊び場周辺の在 

 宅機会の多い家庭や商店等の協⼒を得て、協⼒家庭等の家屋等を「こども１１０番の家」と位置付 

 け、⼦供たちが⾝の危険を感じたときに緊急避難できる場を区内に多数確保することを⽬的として実 

 施されている事業です。 

 主催： ⽬⿊区 ⽬⿊区教育委員会   ⽬⿊警察 碑⽂⾕警察 

  この事業は平成１２年より地域の⽅々が先がけて取り組んでくださったものが実を結び、⽬⿊区内 

 全域に広がったもので、中⽬⿊⼩学校ＰＴＡにおいても、この運動に協⼒し推進するため、中⽬⿊⼩ 

 学校校外活動部が中⼼となって取り組み、ご協⼒いただけるご家庭に「こども１１０番の家」ステッ 

 カーを貼らせていただいています。 
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 〔     ＰＴＡ総合補償制度について     〕 
    ＰＴＡ諸活動に伴う思いがけない事故等に備え、ＰＴＡでは「ＰＴＡ総合補償制度」に加⼊してい 

 ます。この保険料は、毎年、皆様から徴収させていただいているＰＴＡ会費と同時に徴収し、まとめ 

 てお⽀払いします。 

 〔 個⼈情報取扱いに関する基本⽅針 〕 
 ⽬⿊区⽴中⽬⿊⼩学校ＰＴＡ（以下「本会」という。）は、個⼈情報保護に関する法令等を遵守す 

 るとともに、本会において取得・保持する個⼈情報については個⼈情報保護法に則って運⽤管理を⾏ 

 い、かつ、その活動において個⼈情報の保護に努めるものとします。そして、本会が取得・保有する個 

 ⼈情報の適正な取り扱いを定めるとともに、本会において取得・保持する個⼈情報についてはその利 

 ⽤⽬的を明⽰して取得・保持し、その取扱⽅法については、適宜の⽅法で会員に周知します。また、 

 本会が取得・保持している個⼈情報について、当該個⼈から開⽰請求があった場合には本会において 

 誠実に対応するとともに、その訂正・削除の要請があった場合も本会において適切に対応するものと 

 します。 

 〔 個⼈情報取扱⽅法 〕 
 （⽬的） 

 第１条 この個⼈情報取扱⽅法は、⽬⿊区⽴中⽬⿊⼩学校ＰＴＡ（以下「本会」という。）が取得・ 

 保有する個⼈情報の適正な取り扱いを定めることにより、事業の円滑な運営を図るとともに、個 

 ⼈情報に関する会員の権利・利益を保護することを⽬的とする。 

 （指針） 

 第２条 本会は個⼈情報保護に関する法令等を遵守し、個⼈情報保護法に則って運⽤管理を⾏う。活 

 動においても個⼈情報の保護に努めるものとする。 

 （周知） 

 第３条 個⼈情報の取扱⽅法は、総会資料または通知などにより会員に周知する。 

 （利⽤⽬的） 

 第４条 本会では個⼈情報を次の⽬的のために利⽤する。 

  （１）会費請求、管理、運営等のための連絡 

  （２）⽂書等の送付、会員名簿、委員会名簿、活動名簿等の作成 

 （３）その他、ＰＴＡ活動の推進に必要な場合 

 （個⼈情報の取得） 

 第５条 本会は、個⼈情報を収集するときは、あらかじめその個⼈情報の利⽤⽬的を決め本⼈に明⽰ 

 する。なお、特に配慮が必要な要配慮個⼈情報を収集する場合は、あらかじめ本⼈の同意を得 

 る。 

 （同意の取り消し） 

 第６条 会員は、取得に同意した場合であっても、その後の事情により個別の項⽬または全ての事項 

 について、同意を取り消すことができる。 

       ２     不  同  意  の  申  し  出  が  あっ  た  場  合、  直  ち  に  該  当  す  る  個  ⼈  情  報  を  廃  棄  ま  た  は  削  除  し  な  け  れ  ば  な  ら  な 

 い。ただし、名簿などとして既に配布しているものについては、削除の連絡をすることでこれに 

 替える。 

 （共同利⽤） 

 第７条 第４条の利⽤⽬的の達成のため、本会が取得した個⼈情報を中⽬⿊⼩学校と共同利⽤する。 

 （管理） 

 第８条 個⼈情報は、管理者⼜は取扱者が保管するものとし、適正に管理する。 

    ２ 不要となった個⼈情報は、適正かつ速やかに廃棄する。 

 （第三者提供の制限） 

 第９条 本会は、次に挙げる場合を除き、あらかじめ本⼈の同意を得ないで、個⼈データを第三者に 

 提供してはならない。 

  （１）法令に基づく場合 

  （２）⼈の⽣命、⾝体または財産の保護のために必要がある場合であって、本⼈の同意を得ること 

 が困難であるとき 

  （３）公衆衛⽣の向上または児童の健全育成の推進のために特に必要がある場合であって、本⼈の 
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 同意を得ることが困難であるとき 

  （４）国の機関もしくは地⽅公共団体またはその委託を受けた者が法令の定める事務を遂⾏する 

 ことに対して協⼒する必要がある場合であって、本⼈の同意を得ることにより当該事務の遂⾏に 

 ⽀障を及ぼすおそれがあるとき 

 （苦情の処理） 

 第１０条 本会は、個⼈情報の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない。 

 附則  

 本取扱⽅法は、平成３０年６⽉（総会⽇翌⽇の⽇付）より施⾏する。 

 なお、本取扱⽅法は法令の改正または実務上の不備が発⽣した場合には、本会役員会で協議・検討し、改 

 定することができる。取扱⽅法を改定した場合は第３条に定める周知の⽅法をもって会員へ周知するもの 

 とする。 

 令和５年 ６⽉２７⽇⼀部改正 

 東京都⽬⿊区中⽬⿊３­１３­３２ 

 ⽬⿊区⽴中⽬⿊⼩学校ＰＴＡ 
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